
特集２　高島市で家族をつくろう！

　

100

200

300

400

500

　結婚をされ高島市で新生活を始め
られる方を対象にその費用の一部の
助成を行っています。

★対象世帯
①平成 30 年４月１日から平成 31
年２月 28日までの間に婚姻届を
提出し受理された世帯

②婚姻届提出時に夫婦ともに 34歳
以下の世帯

③平成 29年度分の夫婦合算所得が
　３４０万円未満の世帯

★補助金額
　上限 30万円

★補助対象経費
①新たに物件を取得した場合の経費
②新規の住宅賃借経費
　（賃料・敷金・礼金・共益費・仲介手数料）
③引っ越し費用
　（引越業者または運送業者へ支払った実費）

★申請期間
　平成 31年２月28日（木）まで

詳しくは、市のホームページをご覧ください。

　
仕
事
、
結
婚
、
子
育
て
な
ど
自
分
の

人
生
に
と
っ
て
大
切
な
選
択
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　
一
人
一
人
の
選
択
を
尊
重
し
、
希
望

が
叶
う
よ
う
に
、
市
と
し
て
も
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

　
全
国
的
に
少
子
化
が
問
題
視
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
島
市
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
17
年
と
平
成
29
年
を
比
べ
る

と
、
出
生
数
は
１
２
８
人
、
婚
姻
数
は

60
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に�

少
子
化
が
進
ん
で
い
る
要
因
の
一
つ
に

婚
姻
数
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
市
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
顕け

ん
ち
ょ著

に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
に
行
っ
た
「
高
島
市
総
合

計
画
」お
よ
び「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」

策
定
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
83
・
４
％
の
方
が
結
婚
に

前
向
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

出生数

407

244
279

184

（人）

婚姻数

時期に
とらわれては
いないが、
いずれは
結婚したい
47.5％

早めに
結婚したい
24.3％

結婚したいが
今はできない
11.6％

結婚する
つもりはない
14.3％

無回答 2.3％

人口動態調査（出生数・婚姻数）

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
結
婚
さ
れ
て
い

な
い
方
は
結
婚
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「たかＰ」・「しまＫ」

高島市で新生活をスタートされる方を応援します！

婚
・
妊
娠
・
子
育
て
の
希
望

が
叶
う
支
援
を
行
い
ま
す

結

近
、
近
所
の
子
ど
も
た
ち
が

少
な
い
と
感
じ
ま
せ
ん
か
？

最

問総務課　 （２５）８０００

叙
勲

　
《
旭
日
双
光
章
》
地
方
自
治
功
労

　
　

西に
し
か
わ川　
き

よ

じ
代
治
さ
ん元

高
島
市
長

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
教
育
功
労

　
　

髙た
か
は
し橋　

博ひ
ろ
し志

さ
ん

元
公
立
小
学
校
長

　
《
瑞
宝
単
光
章
》
消
防
功
労

　
　

大お
お
む
ら村　

勇い
さ
むさ

ん

元
高
島
市
消
防
団
副
団
長

　
栄
え
あ
る
平
成
30
年
秋
の
叙
勲
、
第
31
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

お
よ
び
平
成
30
年
秋
の
褒
章
の
市
内
受
章
者
を
紹
介
し
ま
す
。

（
順
不
同
）

　

元
安
曇
川
町
助
役　

渕ふ
ち
た田�

隆た
か
し

さ
ん
（
88
）
が
、
地
方
自
治

功
労
に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
受

章
さ
れ
、
10
月
24
日
（
水
）
に

高
島
市
総
務
部
長
か
ら
ご
本
人

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
渕
田
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か

ら
２
期
８
年
間
、
安
曇
川
町
助

役
と
し
て
町
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
の
ま
す
ま
す

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　
元
マ
キ
ノ
町
議
会
議
員　
故

吉よ
し
だ田�

秀ひ
で
じ治

さ
ん
に
地
方
自
治

功
労
と
し
て
旭
日
単
光
章
が
授

与
さ
れ
、
10
月
24
日（
水
）に

高
島
市
総
務
部
長
か
ら
ご
家
族

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
か

ら
通
算
５
期
20
年
間
、
マ
キ
ノ

町
議
会
議
員
と
し
て
、
町
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
警
察
功
労

　
　

入い
り
え江　
義よ

し
は
る春

さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
元
滋
賀
県
警
部

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

手て
ば
や
し林　
耕こ

う
ぞ
う造

さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
元
２
等
陸
尉

　
《
瑞
宝
双
光
章
》
防
衛
功
労

　
　

仲な
か
た田　
剛た

け
しさ

ん　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
元
１
等
陸
尉

　
《
瑞
宝
単
光
章
》
警
察
功
労

　
　

小お
が
わ川　
多た

く

み
久
美
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
元
京
都
府
警
部

褒
章

　
《
黄
綬
褒
章
》
業
務
精
励
（
農
業
）

　
　

石い
し
づ津　
文ふ

み
お雄

さ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
現
農
業

　
《
藍
綬
褒
章
》
酒
類
業
振
興
功
績

　
　

福ふ
く
い井　
よ
し
ろ
う郎

さ
ん

　
　
　
　
元
滋
賀
県
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
会
長

受章おめでとうございます

秋
の
叙
勲
・
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
・
褒
章

渕
田
　
隆
さ
ん
に
瑞
宝
双
光
章

故 

𠮷
田
　
秀
治
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

H17 H21 H25 H29
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【保存版】

問消防総務課　 （２２）５４０１

問健康推進課　 （２５）８０７８

問
人
権
施
策
課　

（
２
５
）
８
５
２
４

節度ある適度な飲酒
（女性や 65歳以上の高齢者はその半分）

生活習慣病のリスクを高める飲酒量
（女性や 65歳以上の高齢者はその半分）

危険な多量飲酒
事故やさまざまな社会問題を引き起こし、
アルコール依存症にもつながります。

　

品
名

清
酒
１
合

ビ
ー
ル

チ
ュ
ー
ハ
イ

焼
酎

ウ
イ
ス
キ
ー

ワ
イ
ン

量�

(ml) 180 500 350 100 60 200

ア
ル
コ
ー
ル
度
数 15% ５% ７% 25% 43% 12%

　新旭第２分団第５部（深溝）に配備していま
した消防ポンプ自動車が、配備から 23年が経
過し老朽化が激しいため更新しました。
　新しい車両には安全面を重視したポンプ操作
盤と、夜間の災害にも対応できるよう大型照明
装置（ナイトスキャン）を装備しています。
　消防団を中核とした地域防災力の充実強化に
よって、皆さんの安全と安心を確保します。

　年末・年始にかけては、飲酒の機会が多くな
りがちです。適量なら「百薬の長」ともいわれ
るアルコールですが、続けて飲むと自分でも気
づかないうちに徐々に量が増えて、体に影響が
及びやすいという性質も持っています。そうな
ると「百薬の長」ならぬ「百害の長」に。それ
では、“適量”とはどのくらいなのでしょう？

　アルコール依存症で治療が必要な人は、国内
で１００万人以上と推測されています。なかに
は、「酒をやめないといけない・・・でもやめ
られそうにない。」と悩んでいる方もおられる
かもしれません。
　県内にアルコール治療をしている医療機関や
相談窓口、酒害から回復した当事者団体「断酒
同友会」などもあります。勇気を出して相談し
てみませんか？　まずは、お電話ください。

　コミュニティ助成事業で、消防操法用水槽を
宝くじの助成金で購入しました。
　消防団員は、消防操法という火事が起きたと
きに安全・確実・迅速に活動するための訓練を
しており、その訓練には今回購入した水槽が必
要不可欠です。
　この水槽を使い、さらに訓練を重ね、消防団
育成と地域防災力の強化につなげます。

新しい車両の前で記念撮影▼日本酒１合と同程度のお酒の量

１合

２合

３合３合

▼あなたの飲酒量は、大丈夫？

適切な飲酒とは、日本酒に置き換えると・・・

≪１日平均　１合以内≫

運
転
中
の
あ
ら
ゆ
る
危
険
を
予
測
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
内
で
発
生
す
る
交
通
事
故
の
約

40
％
が
高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
で

す
。
中
で
も
一
時
不
停
止
に
よ
る
出
会

い
頭
事
故
が
特
に
多
く
、
ど
れ
だ
け
気

を
付
け
て
い
て
も
予
期
せ
ぬ
事
故
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、“
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
た
か
し
ま
”
交
通
安
全
推
進
協

議
会
で
は
、
滋
賀
県
警
察
本
部
に
新
た

に
導
入
さ
れ
た
「
出
前
型
運
転
者
危
険

予
測
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
装
置
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）」

を
使
っ
た
高
齢
運
転
者
事
故
防
止
講
習

を
実
施
し
、
18
人
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
装
置
は
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ

た
人
の
飛
び
出
し
や
右
折
時
の
事
故
な

ど
、
10
パ
タ
ー
ン
の
危
険
場
面
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
見
な
が
ら
、
危
険
予
測
が
で

き
て
い
る
か
計
測
す
る
も
の
で
す
。
受

講
者
は
講
習
を
通
し
て
日
常
に
潜
む
危

険
を
再
認
識
し
、
安
全
運
転
に
つ
い
て

改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
運
転
時
は
「
飛
び
出
し
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
早
め
の
危
険

予
測
を
常
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　県警本部では自家用車を使い、
普段の運転に近い状態で運転能力
を計測する「オブジェ」の受講生
を募集しています。
　ご自身の運転能力を見直すき
かっけに受講してみてください。
詳しくは、お問い合わせください。
問滋賀県警察本部　交通企画課　
　 ０７７（５２２）１２３１

シミュレーターを使った
危険予知体験のようす

問
交
通
政
策
課　

（
２
２
）
０
０
５
８

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

　

〜
考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち 

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う
違
い
を
認
め
合
う
心
〜

　
人
権
週
間
は
、
家
庭
で
、
職
場
で
、

学
校
で
、
家
族
と
、
友
達
と
、
み
ん
な

と
、
人
権
を
考
え
る
１
週
間
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
人
権
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権

を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
人
権
に
つ
い
て
、
相
談
が
あ
る

方
は
、
お
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
・
法

務
局
・
市
役
所
人
権
施
策
課
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所特設人権なんでも相談所 高島市人権のつどい高島市人権のつどい
　ひとりで悩まずに人権擁護委員に
ご相談ください。相談は無料、予約
は不要、秘密は厳守します。

▼日時　12月３日㊊13時30分～
▼場所　マキノ支所、今津老人福祉
センター、朽木支所、安曇川公民館、
高島支所、本庁新館

　私たち一人一人が、お互いの人権を意識
し、尊重・互助・共生の地域社会の実現を
目指して開催します。参加は無料です。

▼日時　12月２日㊐ 13時 30分～
▼会場　ガリバーホール
▼内容　人権啓発優秀作品表彰、記念講演「人
権と向き合う」講師：サニーフランシス氏

全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
０
３
）
１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

外
国
人
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０
（
０
９
０
）
９
１
１

大
津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

０
７
７
（
５
２
２
）
４
６
７
３

昨年の人権のつどい

消防ポンプ自動車を更新しました！

地域防災力を強化しまし
た！

コミュニティ活動に役立てられています

宝くじの収益が

『お酒とのよい付き合い方』『お酒とのよい付き合い方』
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問
土
木
課　

（
２
２
）
２
０
０
１

問
障
が
い
福
祉
課　

（
２
５
）
８
５
１
６

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

（
２
５
）
８
５
１
３

交
通
事
故
な
ど
で
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
は

30
日
以
内
に
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
け
が
や
病
気

な
ど
の
医
療
費
は
、本
来
、加
害
者
（
相

手
方
）
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す

が
、
届
け
出
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
保
険
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
が
一
時
的
に
治
療
費
を
立

て
替
え
、
後
日
、
加
害
者
に
請
求
し
ま

す
の
で
、
警
察
だ
け
で
な
く
、
保
険
年

金
課
ま
た
は
各
支
所
へ
速
や
か
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に

は
、
必
ず
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
こ
の
よ
う
な
場
合
も

　
　
　
　
第
三
者
行
為
と
な
り
ま
す
】

◆
自
転
車
同
士
の
事
故

◆
暴
力
行
為
に
よ
る
け
が

◆
他
人
の
飼
い
犬
に
か
ま
れ
た

◆
他
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
事
で

　
食
中
毒
に
な
っ
た　
　
な
ど

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

問
保
険
年
金
課　

（
２
５
）
８
１
３
７

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
こ
と

問
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

０
７
７
（
５
２
２
）
３
０
１
３

【
注
意
点
】

※
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
、

保
険
診
療
に
よ
る
治
療
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

・
勤
務
中
や
通
勤
途
中
で
の
事
故

　
（
労
災
保
険
の
対
象
に
な
り
ま
す
）

・
不
法
行
為
（
飲
酒
運
転
な
ど
）
に
よ

る
事
故

●
路
上
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　
　
除
雪
作
業
が
遅
れ
た
り
、
で
き
な
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
事
故
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

路
上
に
は
駐
車
を
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
目
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
！

　
　
石
垣
や
庭
木
な
ど
は
、
除
雪
作
業
時
に
確
認
が
で

き
ず
破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
赤
い
布
切
れ
な

ど
を
付
け
た
２
ｍ
程
度
の
竹
竿
を
立
て
て
い
た
だ
く

な
ど
、
目
印
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
枝
打
ち
を
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　
道
路
際
の
竹
や
木
な
ど
が
、
降
雪
や
着
雪
に
よ
り

道
路
側
に
倒
れ
、
通
行
の
妨
げ
に
な
り
ま
す
。
土
地

所
有
者
で
枝
打
ち
や
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
除
雪
作
業
の
際
、
雪
の
か
た
ま
り
が

宅
地
の
出
入
り
口
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
迅
速
で
円
滑
な
除
雪
作
業
の
た
め
に
、

次
の
３
点
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
３
日
～
９
日
は
障
害
者
週
間
で
す

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
つ
い
て

　
　
　

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

一
人
一
人
の
農
業
者
を
応
援
す
る

一
人
一
人
の
農
業
者
を
応
援
す
る

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
だ
れ
も
が
お
互

い
の
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、差
別
を
解
消
し
、

共
生
の
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
は
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方
で
あ

れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業
従
事
者
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

【
積
立
方
式
の
年
金
で
す
】

　
自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運

用
収
入
を
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み

立
て
、
そ
の
額
に
応
じ
て
年
金
額
が

決
ま
る
積
立
方
式
の
年
金
で
す
。
自

分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標
に

向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
が
決
め
ら

れ
、
い
つ
で
も
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
通
常
加
入
は
月
額
２
万
円

か
ら
千
円
単
位
で
選
択
。）

【
終
身
年
金
で
保
証
付
き
で
す
】

　
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。
仮

に
加
入
者
・
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
死
亡
し
た

翌
月
か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
が
、
死
亡

【
不
当
な
差
別
的
対
応
の
禁
止
】

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い

を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
障
が
い
の
な
い
人
に

は
付
け
な
い
よ
う
な
条
件
を
付
け
た
り

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

【
合
理
的
配
慮
の
提
供
】

　
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配

慮
を
求
め
る
意
思
表
明
が
あ
っ
た
と
き

は
、
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
範
囲
で
、

社
会
的
生
活
を
営
む
上
で
の
妨
げ
と
な

る
バ
リ
ア
を
取
り
除
く
配
慮
を
す
る
こ

と
で
す
。障がいってなんだろう？

誰もが抱える「生きづらさ」
を一緒に考える
～障がいのある方に本音を聞いてみよう～

　権利擁護の視点を学び、権
利侵害や虐待を未然に防ぎ、
一人一人が大切にされるため
の地域づくりを、市民の皆さ
んと福祉関係者が一緒になっ
て考えます。
　お気軽にご参加ください。

▼日時　12月８日㊏
　　　�　13時30分～15時
▼場所　安曇川公民館
▼参加費　無料
▼主催　高島市障がい者
　　　　自立支援協議会

問高島市障がい者相談支援
　センター　コンパス
（２２）５５５３

平成30年度高島市障害者虐待防止啓発事業

　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
す

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た

配
慮
や
気
付
き
が
必
要
で
す
。

〇
目
が
不
自
由
な
方
に
は
、
分
か
り
や
す

く
、
具
体
的
な
説
明
が
喜
ば
れ
ま
す
。

〇
耳
が
不
自
由
な
方
に
は
、
身
振
り
手
振

り
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
き
な
動
作
で
、
分
か
り
や
す
く
伝
え

ま
し
ょ
う
。

〇
目
に
見
え
な
い
障
が
い
も
あ
り
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
思
い
や
り
を
も
っ
て
お
手
伝

い
し
ま
し
ょ
う
。

一
時
金
と
し
て
遺
族
（
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
方
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
】

　
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
保
険
料
な
ど
の
年
金
資

産
の
運
用
益
は
非
課
税
で
す
。

　
さ
ら
に
、
将
来
受
け
取
る
農
業
者

年
金
は
、
公
的
年
金
等
控
除
の
対
象

と
な
り
、
65
歳
以
上
の
方
で
あ
れ

ば
、
公
的
年
金
な
ど
の
合
計
額
が

１
２
０
万
円
ま
で
は
全
額
控
除
と
な

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
協
ま
た
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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体験活動「よえもん道場」で
チャレンジ！大文字山登山！　

　10月 27 日（土）に「よえもん道場」で、大文
字山登山にチャレンジしました。
　当日は朝方の雨もあがり、大津の比叡平から京都
市大文字山山頂を経て大文字の火床に着くと、眼下
に京都の街並みが広がり素晴らしい景色が見られま
した。その後は銀閣寺へ下山し、哲学の道を通って、
南禅寺や琵琶湖疎水の施設を見学しました。
　紅葉はまだでしたが、秋の京都を感じながら大文
字の火床で食べるお弁当は格別で、子どもたちの思
い出に残る貴重な体験となりました。
（青少年育成市民会議）

２０１８びわ湖高島栗マラソン開催
約１９００人が市内を疾走！　

　10月 14 日（日）にマキノピックランドおよびマキノ西小
学校を会場として、２０１８びわ湖高島栗マラソン大会を開催
しました。会場には、フルタ製菓株式会社をはじめとするさま
ざまな出店ブースが立ち並び大きな盛り上がりを見せました。
晴天にも恵まれ、メタセコイア並木や知内川サイクリングロー
ドなどのコースを、１，９０３人のランナーが力走されました。
（市民スポーツ課）

発達障害について考える
「いるか学習会」を開催
　10月 20 日（土）に、安曇川公民館で発達障害
について関心のある保護者や支援者・関係機関の方
を対象に「いるか学習会」を開催しました。第１回は、
働き・暮らし応援センターの内藤�佑介所長に、「就
労を考え始めたときに、必要な力とは？」と題して
講演していただきました。保護者の方からは、「自
分の知りたい事を知っている人がどこに居るのかを
知っておく事が大切、という言葉が印象的でした。」
などの感想がありました。次回は12月８日（土）に、
開催します。（健康推進課）

▼種目別順位（市内参加者の上位５位）

●ハーフ男子　　　　
30 位��三田村　秀一
95位��吉弘　光弘

122位��樋口　吾一
130位��古知屋　仁志
137位��今城　克啓

●ハーフ女子　　　　
66 位��木下　知美
69位��田邉　久美子
83位��横井　美里
91位��三田村　智子

118位��熊谷　智香子

●クォーター女子
5 位��澤村　真央

14位��青谷　かりん
15位��安井　美紗樹
42位��小多　沙奈
45位��河合　栄子

●クォーター男子　　　　
10 位��村瀬　健太
19位��入江　克之
21位��古川　翼
27位��上山　詩樹
28位��山下　通

※敬称略

笑
顔
で
記
念
撮
影

新竹取物語で水鉄砲つくりに挑戦！お土産に！

練
習
の
よ
う
す

今津中の井上さん
テニスで近畿大会優勝！　

　８月５日（日）・６日（月）に大阪府岸和田市の
蜻蛉池公園テニスコートで行われた、第 67回近畿
中学校総合体育大会テニスの部において、今津中の
井上�光咲さん（team　Lark（ひばりテニススクー
ル）所属）が女子シングルスで見事優勝されました。
（市民スポーツ課）

※敬称略

グラウンド・ゴルフ
秋季大会入賞！！

　９月 14日（金）に萩の浜グラウンド・ゴルフ芝
特設会場で行われた、第 42回高島市グラウンド・
ゴルフ秋季大会において次の方々が優秀な成績を収
められました。（市民スポーツ課） 第３位

保木 キミ子（新旭）
準優勝
佐藤 光義（マキノ）

優勝
田村 千代（新旭）

今津の吉弘さんが
全国防犯栄誉金章を受賞

　９月 27日（木）に東京・明治記念館で行われた、
全国地域安全運動中央大会において、吉弘�笑子さ
んが全国防犯栄誉金章（警察庁長官・全国防犯協会
連合会長連名表彰）を受賞されました。
　吉弘さんは昭和 57年に少年補導員に委嘱されて
以降、長年にわたり青少年の健全育成や地域の安全
に尽力いただいています。
　特に得意とする
書道を生かして防
犯チラシなど啓発
物資の作成に取り
組まれ、昨年は警
察署と連携して金
融機関で展示する
特殊詐欺防止の啓
発品を作成いただ
きました。
（生活相談課）

ジャパン・ツーリズム・アワードで
ワイワイ倶楽部が入賞！

　日本観光振興協会・日本旅行業協会・日本政府観
光局主催の「第4�回ジャパン・ツーリズム・アワード」
で、湖西夢ふるさとワイワイ倶楽部が入賞されまし
た。このアワードは、ツーリズムの発展・拡大に貢
献した国内外の団体や企業を表彰するもので、「び�
わ湖里山の自然を大切に、環境保全活動と観光利用�
の笑湖（エコ）ツアーで地域振興」の取り組みが高
く評価されました。10�月16�日（火）には代表の阿
部さんら３人が市役所を訪れ、市長に受賞の喜びや
日頃の取り組みを報告されました。（秘書課）
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LIFE!!LIFE!!たかしまたかしま

今津西地区編
▼話し合ったご意見の一部を紹介します　▼話し合ったご意見の一部を紹介します　

みんなで考えてみよう！ 話し合った意見はみんなで共有します

地域の資源・自慢

集落を考えるアンケートワークショップ

（ワークショップのようす）

感じる課題
・毎日有志によるラジオ体操をしている。
・四季それぞれがとても美しい。
・住民が協力して作った電気柵（獣害対策）が誇り。
・区民に団結力がある。
・人が少ないから仲が良い。

地域の現状を知っ

て、課題と資源に

ついて考える

将来の地域を考え

るためのアンケー

トづくり

アンケートの実施
アンケート結果

の共有

　このように話し合いで出た意見をもとに、アンケート内容を検討し、今津西地区の皆さんにアンケートを実
施していきます。

問市民協働課・定住推進室
　 （２５）８５２６

　市では、住民自らが地域の現状を知り、集落に住むみんなで課題を見つけ、持続可能な集
落運営の仕組みをアンケートづくりから考える「アンケートワークショップ」を実施してい
ます。
　本年度から新たに取り組んでいる、今津西地区（保坂、椋川、角川、天増川）では、区・
自治会から３人ずつ推薦していただいた総勢 12人の方々がワークショップを重ね、地域の
資源や課題について話し合いをしています。
　７月 25日（水）に第 1回目のワークショップをスタートし、８月 25日（土）には移住
者から見た地域の魅力を話していただき、天増川と角川、椋川と保坂の２グループに分かれ
て、地域の資源（ひと・もの・ことがら）と日ごろ感じている課題を話し合いました。

アンケートワークショップの流れ

・通院、買い物、施設通所などが大変。
・役員のなり手がいない。
・集落の仕事（作業）が多い。
・一人暮らしの高齢者が増えている。
・雪が多く除雪が大変。
・空き家の管理が気がかり。

交通安全に向けて
高齢者自転車大会に出場！

　10 月 18 日（木）に「第 14 回　交通安全高齢者
自転車大会」が開催され、高島交通安全協会から安曇
川支部と朽木支部が出場されました。
　高島交通安全協会では、増加する自転車事故を減ら
すため、自転車の交通マナー向上の一環としてこの大
会に出場しています。
　出場者の皆さんは独自で模擬コースを設置し、本番
さながらの実技練習を重ね出場されました。　
　本番では出場者全員が練習の成果を発揮し、特に朽
木支部の中家英夫さんについては高い運転技術を評価
され見事「特別賞」を受賞されました。
　また、参加者の皆さん
は他チームの競技風景を
観戦し、さらに自転車
マナーを身に付けたいと
刺激を受けておられまし
た。（交通政策課）

新旭の本庄さんがフォトコンで
高島市長賞を受賞！　

　10月 21 日（日）に米原市米原公民館で、鉄道を
活かした北びわこ地域活性化推進委員会主催の「鉄道
を活かした北びわこ活性化フォーラム」が開催され、
新旭町在住の本庄重夫さんが「北びわこ地域の鉄道の
ある風景」フォトコンテストにおいて高島市長賞を受
賞されました。

　本庄さんは“棚
田を行く”とい
うタイトルで高
島地域を走り抜
ける列車と田植
えがされた棚田
とのシーンを撮
影されました。
　授賞式では特
別審査員から「田
植えが終わり、
緑の映える時期
に、天候に恵ま
れ、また、列車がすれ違う貴重な一瞬を収めた構成
がすばらしい」と評価されました。（交通政策課）

受賞作品“棚田を行く”

特別賞を受賞した中家さん 大会での競技風景
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交通事故発生状況
問 高島警察署　 （22）0110

環境放射線測定結果
問 原子力防災対策室　 （25）8133

（平成30年10月末現在）

火災・救急・救助件数
問 消防総務課　 （22）5401

（平成30年10月末現在）

内　　容 件　数 前年比
人身事故発生件数 81 件 ー 10件
死 者 数 １人 ー 2人
傷 者 数 108人 ー 22人

発生場所 件　数
マ キ ノ 8件
今 津 18件
朽 木 4件
安 曇 川 23件
高 島 15件
新 旭 13件

※概数

火　災 件　数 累計（１月〜）
建 物 １件 10件
車 両 １件 3件
林 野 ０件 １件
そ の 他 ０件 15件

救　急 件　数 累計（１月〜）
交通事故 24件 161件
一般負傷 47件 367件
急 病 133件 1523件
そ の 他 28件 313件

救　助 件　数 累計（１月〜）
火 災 ０件 １件
交通事故 ０件 15件
水難事故 ０件 3件
そ の 他 ４件 19件

10月平均値（平日測定） 前月平均値
マキノ（マキノ支所前駐車場）

0.063μSv/h 0.059μSv/h

今　津（今津支所車庫付近）
0.035μSv/h 0.036μSv/h

朽　木（朽木支所前駐車場）
0.056μSv/h 0.055μSv/h

安曇川（安曇川支所南側駐車場）
0.041μSv/h 0.041μSv/h

高　島（高島支所東駐車場）
0.060μSv/h 0.050μSv/h

新　旭（高島市役所本館北側玄関前）
0.051μSv/h 0.047μSv/h

※�測定地点は他に24か所あります。測定結果
は、市のホームページをご覧ください。
※平常時の値はおおむね0.2μSv/h以下です。

問ごみ減量対策課　　　 （25）8123
　環境センター　　　　 （24）0031

安 安全 心

事
務
点
検
評
価
と
は
？

　
教
育
委
員
会
で
は
事
業
の
課
題
や

今
後
の
取
り
組
み
方
針
を
明
確
に
す

る
た
め
、
３
人
の
方
を
事
務
点
検
評

価
委
員
に
委
嘱
し
、
平
成
29
年
度
に

取
り
組
ん
だ
64
事
業
（
施
設
別
67
事

業
）
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
「
平
成

29
年
度
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理

及
び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価

結
果
報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
　 教

育
委
員
会
の
取
り
組
み

ランク 事業数 ランク内容

Ａ 19事業
的確な事業実施がなされ、
十分な成果があがっている

Ｂ 46事業
成果としては良好なものが
得られている

Ｃ ２事業
一定の成果をあげているものの、課題も
あり、検討を加え努力する必要がある

Ｄ ０事業
成果が乏しく抜本的な見直しとともに、
改善が必要である

問�

教
育
総
務
課　

（
３
２
）１
１
３
２

平
成
29
年
度
教
育
委
員
会
事
業
の

　
　
　
　

評
価
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
高
島
市
教
育
委
員
会

　
　
事
務
点
検
評
価
委
員
】

　
岩
本　
典
章
氏
（
元
学
校
長
）

　
井
保　
早
苗
氏
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
）

　
山
川　
恒
雄
氏
（
元
市
議
会
議
員
）

　
　
教
育
委
員
会
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
外
部
委
員
の

皆
さ
ん
に
、
教
育
的
な
効
果
等
を
着
眼
点
と
し
て
、
評
価
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
は
、
こ
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
事
業
の
改

善
や
新
た
な
事
業
の
企
画
立
案
に
い
か
し
て
い
き
ま
す
。

※
報
告
書
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
総
務

課
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

可燃ごみ搬出量
　現在、三重県の民間ごみ処理業者へ委託
して焼却処分しています。ごみの量に応じ
てごみ処理費用を負担することになります
ので、ごみ分別や減量にご協力ください。

測定月 収集量
平成 29年 10月分 1,157�t
平成 30年 10月分 1,169�t（前年比 12t 増）

ｗ

食
品
ロ
ス
を

　
　

減
ら
し
ま
し
ょ
う
‼

　
食
品
ロ
ス
と
は
、「
ま
だ
食
べ

ら
れ
る
の
に
、
捨
て
ら
れ
る
食
べ

物
の
こ
と
」
で
す
。

　
日
本
で
は
毎
年
約
６
０
０
万
ト

ン
（
※
）
の
食
品
ロ
ス
が
出
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
家
庭
か
ら
発
生
す
る

食
品
ロ
ス
は
約
２
８
０
万
ト
ン

（
※
）
あ
り
、
４
人
家
族
の
世
帯

で
考
え
る
と
、
毎
年
約
６
万
円
相

当
の
食
品
を
捨
て
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
※
）
環
境
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

◆�

買
い
物
は
、
買
い
す
ぎ
ず

冷
蔵
庫
の
中
身
を
確
認
し

て
か
ら
必
要
な
食
材
だ
け

を
買
う
。

◆
食
べ
ら
れ
る
分
だ
け

　
料
理
を
作
る
。

◆�

外
食
時
に
は
、
小
盛
り

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
選
び

食
べ
残
し
を
な
く
す
。

特
に
12
月
は
忘
年
会
の
季
節
だ
か

ら
、
食
品
ロ
ス
が
多
く
な
り
が
ち
だ

よ
！　
気
を
付
け
て
ね
！

　

食
品
ロ
ス
削
減

　
　
　

取
り
組
み
の
一
例

高
島
の
新
た
な
特
産
品
開
発

　

10
月
30
日
（
火
）
に
県
立
安
曇
川

高
校
で
開
催
さ
れ
た
、
総
合
学
科
ビ

ジ
ネ
ス
系
の
３
年
生
に
よ
る
新
商
品

発
表
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
市
と
髙
島
屋
洛
西
店

で
締
結
し
て
い
る
包
括
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
髙
島
屋
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
を

招
き
、商
品
開
発
の
勉
強
を
し
、ま
た
、

地
元
の
と
も
栄
菓
舗
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
新
商
品
の
開
発
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
誕
生
し
た
新
商
品
は
、
市

内
の
名
所
を
表
面
に
プ
リ
ン
ト
し
、

安
曇
川
産
の
ア
ド
ベ
リ
ー
ク
リ
ー
ム

を
サ
ン
ド
し
た
ク
ッ
キ
ー
と
、
マ
キ

ノ
産
の
栗
と
高
島
産
の
酒
粕
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
セ
ッ

ト
に
し
て
、「
高
島
の
宝
物
」
と
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
商
品
は
11
月

23
日
（
金
）
か
ら
、
道
の
駅
「
藤
樹

の
里
あ
ど
が
わ
」
な
ど
で
秋
冬
限
定

販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
に
も
加
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
ご

賞
味
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
若
い
皆
さ
ん
が
一

生
懸
命
に
高
島
の
こ
と
を
学
び
、
そ

し
て
将
来
に
想
い
を
は
せ
な
が
ら
授

業
を
受
け
ら
れ
て
い
る
姿
を
拝
見
し
、

本
当
に
感
動
の
一
日
で
し
た
。

　

今
回
の
新
商
品
の
開
発
に
向
け
ま

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新商品の開発に取り組んだ
安曇川高校生のメンバー
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